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平
成
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十
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年
一
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
医
療
用
医
薬
品
か
ら
一
般
用
医
薬
品
へ
の
転
用
の
在
り
方
と
新
規
に
転
用
さ
れ
た
一
般
用
医

薬
品
の
販
売
体
制
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
医
療
用
医
薬
品
か
ら
一
般
用
医
薬
品
へ
の
転
用
の
在
り
方
と
新
規
に
転
用
さ
れ
た
一
般

用
医
薬
品
の
販
売
体
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
イ
コ
サ
ペ
ン
ト
酸
エ
チ
ル
を
有
効
成
分
と
す
る
医
薬
品
（
以
下
「
本
件
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
一
般
用
医
薬
品
と
し
て
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
を
確
認
し
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
（
以
下
「
承
認
」
と
い
う
。
）
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
医
薬
品
は
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
つ
つ
服
用
す
る
こ
と
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
、
健
康
診
断
等
で
指
摘
さ
れ
た
境
界
領
域
に
お
け

る
中
性
脂
肪
値
の
改
善
の
効
能
・
効
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
医
薬
品
の
製
造
販

売
業
者
に
対
し
て
、
同
法
第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
件
医
薬
品
の
承
認
に
「
承
認
後
、
一
定
数
の
症
例
に
係

る
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
使
用
実
態
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
剤
の
適
正
使
用
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
」
等
の
条
件
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
適
正
使
用
調
査
」
は
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
使
用
実
態
に
関
す
る
調
査
（
以
下
「
使
用
実
態
調
査
」

一



と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
使
用
実
態
調
査
は
、
本
件
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
が
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
中
立
性
・
公
平
性
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
使
用
実
態
調
査
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
条
件
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
厚
生
労

働
大
臣
は
、
本
件
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
に
対
し
て
、
薬
事
法
第
七
十
二
条
の
四
第
二
項
等
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
条
件

に
対
す
る
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
等
が
あ
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
本
件
医
薬
品
の
承
認
に
係
る
審
査
に
当
た
っ
て
、
医
学
、
薬
学
等
の
分
野
の

学
識
経
験
者
を
委
員
と
す
る
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
一
般
用
医
薬
品
部
会
に
お
い
て
、
そ
の
妥
当
性
等
が
審

議
さ
れ
て
お
り
、
本
件
医
薬
品
の
適
正
な
使
用
を
確
保
す
る
上
で
適
切
な
内
容
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

薬
局
開
設
者
等
は
、
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
に
当
た
っ
て
、
そ
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
の
適
正
な
使
用
の
た
め
に
必
要
な

二



情
報
の
提
供
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
「
平
成
二
十
三
年
度
一
般
用
医
薬
品
販
売
制
度
定
着
状
況

調
査
結
果
」
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て
一
般
用
医
薬
品
販
売
制
度
の
定
着
が
進
み
つ
つ
あ
る
傾
向
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

第
一
類
医
薬
品
の
販
売
の
際
に
文
書
を
用
い
た
説
明
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
見
ら
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
都
道
府
県
等

及
び
関
係
団
体
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の
当
該
制
度
の
遵
守
の
徹
底
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
省
と
し
て
は
、
引
き

続
き
、
都
道
府
県
等
と
連
携
し
て
、
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
円
滑
に
転
用
が
で
き
る
社
会
基
盤
整
備
や
環
境
整
備
」
及
び
「
医
療
用
医
薬
品
の
円
滑
な
転
用
を
企
図
し
た

多
職
種
間
の
信
頼
関
係
構
築
等
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て

は
、
生
活
習
慣
病
分
野
に
お
け
る
医
療
用
医
薬
品
の
一
般
用
医
薬
品
へ
の
転
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

医
師
や
薬
剤
師
が
参
加
し
て
議
論
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


